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Ⅳ　①　 Ⅱ ①の記述理由により、FIXﾊﾟﾈﾙが外れない場合、前記以外の外し方もあり
ます。　この方法は前記Ⅰ④図、Ⅰ⑤図の赤丸印部分の“真木”を取り外し、
この裏の隙間から固定ﾋﾞｽの在りかを探り当て、この部分へ刃厚のあるｽｸﾚｰﾊﾟｰを
ﾊﾝﾏｰで打ち込んで固定ﾋﾞｽを切断する方法です。　実はこの方法が最も簡便です。
2つの方法には、それぞれの利点があります。　詳しくはお問い合わせください。
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CTPD（ﾄﾘﾑﾗｲﾝ　ﾊﾟﾃｨｵﾄﾞｱ）の、FIXﾊﾟﾈﾙの外し方

注意　　全ての作業は、施工者の責任において、安全に充分、配慮しながら行って下さい。

Ⅰ

①　可動ﾄﾞｱﾊﾟﾈﾙのﾊﾟﾈﾙｶﾞｲﾄﾞBの固定ねじAを外し、可動ﾊﾟﾈﾙを外します。

にして浮かせ、下方から上方に向って引き剥がすようにして外します。

②　床に近い下端で、図のｱﾙﾐｶﾊﾞｰにｽｸﾚｰﾊﾟｰを差し込み、こねあげるよう

③　開口側上部枠のｱﾙﾐｶﾊﾞｰへ、ｽｸﾚｰﾊﾟｰの刃先を差込み、こねて下方へ外します。

④　FIXﾊﾟﾈﾙの上端に取り付けられている、L 型金具を取り外します。

⑤　長さ100ﾐﾘほどのﾌﾟﾗｽﾋﾞｯﾄを使い、FIXﾊﾟﾈﾙの固定ねじを全て抜き取ります。

L=40

木ねじ

②　ﾊﾟﾈﾙ外部下辺の、ｱﾙﾐｶﾞﾗｽ押さえｷｬｯﾌﾟの取り外しから始めます。　左右

いずれかの端部の、ｱﾙﾐ外装とｱﾙﾐｶﾞﾗｽ押さえ ｷｬｯﾌﾟの隙間へ、ｽﾃﾝﾚｽ ｽｸ

ﾚｰﾊﾟｰの刃先全体を垂直に差込み、このｱﾙﾐｷｬｯﾌﾟをｶﾞﾗｽ方面へ押しやる様

に少しこね上げます。

ｷｬｯﾌﾟを浮かせ、片手でｷｬｯﾌﾟの端部を掴み、あまり極端に曲げないよう、

ゆっくりとｷｬｯﾌﾟ全体を引き上げ、外します。　

緒に外れる場合があります。　この状態が最も理想的な外れ方ですが、

そうでない場合は、残った塩ビ樹脂をｶｯﾀｰﾅｲﾌで切断して除去します。

付け液（市販柑橘類由来ｱﾙｺｰﾙ液）を使って切断します。

Ⅱ

Ⅰ － ⑤

開口側へﾊﾟﾈﾙを引き出します。

⑥　この状態で、FIXﾊﾟﾈﾙに手を掛け、又はﾀﾞﾌﾞﾙのｶﾞﾗｽﾎﾙﾀﾞｰを取り付けて、強く

①　この動作を2～3回繰り返しても、ﾊﾟﾈﾙが全く動かない場合は、ﾄﾞｱﾕﾆｯﾄの

取り付け時に、FIXﾊﾟﾈﾙの縦枠への固定ねじが取り外されていないと考え

られますので、このﾊﾟﾈﾙのｶﾞﾗｽを外し、4方枠を破砕して取り外す方法を

採ることにします。

③　この状態から、より深くｽｸﾚｰﾊﾟｰの刃先を差込み、ゆっくりとこね上げて

④　このｱﾙﾐｷｬｯﾌﾟを外す際に、このｱﾙﾐｷｬｯﾌﾟ下の、塩ビ樹脂ｶﾞﾗｽ押さえも、一

⑤　室内側の、木枠とｶﾞﾗｽのｼﾘｺﾝｺｰｷﾝｸﾞを、ｽﾃﾝﾚｽﾍﾗと、台所用消毒ｱﾙｺｰﾙ吹き

⑥　残った4方枠のみを、引きむしるようにして破砕し除去します。
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　又は、ｶｯﾀｰﾅｲﾌで切断します。
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注意!!　ｱﾙﾐｶﾊﾞｰを、頭上、顔面へ落下させないよう、充分、注意して下さい。
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④　取り外しと逆の手順で固定と、金具の取り付けを行います。

Ⅲ

⑤　上部のｱﾙﾐｶﾊﾞｰを取り付けます。　屋外側を先に差込み、室内側を押し込む

ように叩いて設置します。　★　屋内外の向きあり。

⑥　縦方向のｱﾙﾐｶﾊﾞｰを取り付けます。　上部と同様に屋外側を先に押し込み、

上下いずれかの端部から、室内側をこぶし等で叩いて押し込みます。

〇変成ｼﾘｺﾝ ｺｰｷﾝｸﾞ（ﾍﾞｰｼﾞｭ）　〇ｺｰｷﾝｸﾞ ｶﾞﾝ　〇ﾄﾞﾗｲﾔｰ　○ｶｯﾀｰﾅｲﾌ　

〇台所用消毒ｱﾙｺｰﾙ吹き付け液（市販）　〇6ﾐﾘ ﾄﾞﾘﾙﾋﾞｯﾄ　〇両面ﾃｰﾌﾟ

〇ｲﾝﾊﾟｸﾄ ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ　〇　ﾛﾝｸﾞ ﾌﾟﾗｽ　ﾋﾞｯﾄ　〇ｽﾃﾝﾚｽ ﾍﾗ　　〇ｻﾗﾝﾗｯﾌﾟ

〇ﾗｼﾞｵﾍﾟﾝﾁ　〇ﾊﾝﾏｰ　〇当て木　〇　※ｶﾞﾗｽ ﾎﾙﾀﾞｰ　〇ｽﾃﾝﾚｽ ﾄﾗｽねじ　L=30

工具　○ｽｸﾚｰﾊﾟｰ（又は、平刃付きの小釘抜き）〇ﾌﾟﾗｽﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ　〇ｼﾘｺﾝｽﾌﾟﾚｰ

ﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ ﾌﾞﾛｯｸ

Ⅲ － ②

Ⅲ ー ③

Ⅲ － ①

ﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ ﾌﾞﾛｯｸ

③　交換用のﾊﾟﾈﾙ下端に取り付けられているﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ ﾌｨﾗｰを外します。　

②　ﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ上面へ、6ﾐﾘ径ほどの排水穴を5～6個開けます。ﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ

の固定ねじをﾄﾗｽ ｽﾃﾝﾚｽねじに替え、ｼﾘｺﾝｺｰｷﾝｸﾞで完全に防水してから取り

付けます。　この時には、ﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ裏の両面ﾃｰﾌﾟを剥がし、新たに壁

際から100ミリ程、離した位置から両面ﾃｰﾌﾟを貼り固定します。　これは壁

際に排水経路を確保するためです。

ﾊﾟﾈﾙをﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸへ乗せて押し込みます。　ﾊﾟﾈﾙの位置が決まったら、

ﾌｨﾗｰを開口側から押し込み、下端を固定します。

①　ﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸの固定ねじを緩め、一度、取り外します。　縦枠下端の変色、

腐蝕がないか点検します。　腐蝕があれば、ﾄﾞﾗｲﾔｰで乾燥させ、その部分

を変成ｼﾘｺﾝｺｰｷﾝｸﾞで防水し、ｻﾗﾝﾗｯﾌﾟでｶﾊﾞｰして、接着を防止すると共に、

排水経路を確保します。
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